投稿論文チェックリスト
投稿する前に下記項目を点検し■印を付け、投稿論文チェックリストを原稿とともにご提出ください。不備がある場合には、投稿を受理しないことがあります。
編集委員会宛にメールを送付しますと、投稿者には受け取りの返信が届きます。その後投稿受付が完了しましたら担当者よりメールをお送りいたします。投稿後、2週間たっても連絡がない場合は、必ず編集委員会までお問い合わせください。
□ 1. 原稿の内容は他の出版物にすでに発表、あるいは投稿されていない

□ 2. 著者はすべて本学会員である（または入会申請中である）
□ 3. 原稿枚数は本文、文献、図表を含めて投稿規程の制限範囲内である
（図表はA4用紙1枚の大きさを1,000字とする）
□ 4. 倫理的配慮についてその内容が記載され、倫理委員会または動物実験倫理委員会の承認を受けて いる（倫理委員会名と承認番号を記載する）
□ 5. 原稿はA4判横書きで、1行全角35字、1ページ28行としている
□ 6. 表紙には、次の内容が漏れなく記載されている

□表題　　　　　　　　　　
□英文表題（すべて大文字）　
□著者名（ローマ字とも）
□所属機関名（英文名とも）
□図・表および写真等の枚数　　
□キーワード（日本語、英語各々4語程度、英語はすべて小文字）
□希望する原稿の種類　　　
□別刷必要部数　　　　　　　
□著者全員の会員番号
□連絡先住所・電話番号およびFAX番号・E-mailアドレス
☐倫理委員会名称（承認番号）
□謝辞（あるいは研究助成）
□利益相反
□付記（学術集会に発表している旨や修士・博士論文に加筆・修正を加えたこと）
□ 7. 本文原稿右欄外に図、表、写真の挿入希望位置を朱書きで示している
□ 8. 文献の記載方法は投稿規程通りとなっている
□ 9. 誤字、人名のスペルミス、文献記載の不備等の誤りはない
□ 10. 句読点は「、」と「。」で統一されている
□ 11. 研究論文希望の場合、800字以内の和文抄録、300 words前後の英文抄録をつけている
□ 12. 抄録には原則として、目的・方法・結果・結論の項目をつけ、それぞれにつき簡潔に述べている
□ 13. 英文抄録と和文抄録の内容は合っている
□ 14. 英文抄録はnative checkを受けている　チェック者・機関名　　　　　　　　　    
□ 15. 投稿論文は次の内容に分けてファイルを作成し、電子メールに添付して提出する。ファイル名のはじめに投稿者の姓を記入する（例：「山田　表紙」）。
□表紙：通し番号はつけない。１ページ分を使用する

□和文抄録（研究論文）：通し番号はつけない。１ページ分を使用する

□英文抄録（研究論文）：通し番号はつけない。１ページ分を使用する

□本文・文献：通し番号は第１ページから

□表：ページ番号はつけず。１ページに１点とする

□図：ページ番号はつけず。１ページに１点とする

□ 16. メールの件名は「投稿者姓（例：山田）　東京女子医科大学看護学会誌投稿」とする

□ 17. 表紙以外の原稿は氏名・所属・倫理委員会名称（承認番号）・謝辞・利益相反・付記ほか投稿者を特定できるような事項を塗りつぶしている。
□ 18. 投稿者全員が当該年度の学会費を納めている（入会申請中のものがいる場合には、入会承認後、入会金や年会費を期限内に支払うことを筆頭研究者が確認している）
―――――――――――――――――――――

以下は、再投稿時に点検してください。
□ 19. 査読を受けた後の再投稿原稿は、原稿の修正箇所に下線等で明示してある。

□ 20. 再投稿時は、修正対照表も提出する。

以上
